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 [Overview and purpose of the course]
この講義では、ハンナ・アーレントが1950年代に展開した「人間の条件」に関する著作を、2020年
前後に顕著となった時代状況の変化（人新世、ソーシャルネットワークとオンライン化およびAI、
地政学的変化など）との関連で読み直し、新たな理解を得ることを目指す。そのうえで、2020年前
後に刊行された幾つかの哲学的・思想的著作を読み解き、「人間の条件」という主題との関連で解
釈することを試みる。具体的には、ディペシュ・チャクラバルティの『一つの惑星、複数の世界』、
ティモシー・モートンの『自然なきエコロジー』、Yuk HuiのMachine and Sovereigntyを予定してい
る。チャクラバルティは、2009年の「歴史の気候」の発表以降、いくつもの論考を発表し、2021年
には『惑星時代における歴史の気候』という著作を刊行する。そこで彼は、「人間と自然の境界区
分は成り立たない」「人間は、他の諸々の生命体との関わりの中で、惑星において生息する」「気
候変動において問われているのは、生存可能性（habitability）の問題である」といった主張を行う。
また、ティモシー・モートンが『自然なきエコロジー』以降に展開した議論は、気候変動とオート
メーションが同時的に進行する中で人間の思考・感性が変容しつつあることを問うものとなってい
る。あるいはユク・ホイは、テクノロジーのシステムのなかで人間が生きるようになっているとい
う想定のもと、人間の条件の変化が、気候変動、AI、地政学的変化のもとで起きている様子を、惑
星的な思考の観点から描き出そうとしている。この授業では、上記の人たちの文献をいくつか選ん
で読みながら、2020年以後に生きることになる私たちの生存条件を哲学的に考えることを目指す。

 [Course objectives]
・哲学的思想的な文献の読解を通じて精読し考えるための基本的な方法を学ぶ。
・現在において、さらには未来において人間が生きることになる世界を理解し想像するための方法
に関して、哲学的・人文学的な観点から新たな知見を獲得することを目指す。
・哲学的・人文学的な観点は、ただ文章で書かれた作品だけでなく音楽や映像といった言葉以前の
領域で展開される作品を鑑賞する中で磨かれるものでもあるので、そのようなものの鑑賞力を高め
ることを目指す。

 [Course schedule and contents)]
第1-2回　イントロダクション（自己紹介、授業の主題、進め方、扱う文献に関する説明、2020年
前後の時代変化についての説明）

第3回-4回　アーレントの『人間の条件』の重要箇所（とりわけイントロダクション）を読解する
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第5回-7回　チャクラバルティの『一つの惑星、複数の世界』の重要箇所を読解する。

第8回-10回　モートンの『自然なきエコロジー』の重要箇所を読解する。

第11回-13回　Yuk HuiのMachine and Sovereigntyの重要箇所を読解する。

第14回-15回　ふりかえり

変更の可能性あり

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
出席と参加の状況を踏まえた平常点（40点）と学期末レポート（60点）の内容を合わせて総合的に
評価する。

 [Textbooks]
Instructed during class
授業中に指示する。
 [References, etc.]
  （References, etc.）
篠原雅武 『人新世の哲学』（人文書院, 2018）ISBN:4409030965
篠原雅武 『「人間以後」の哲学』（講談社, 2020）ISBN:4065207819
ティモシー・モートン 『自然なきエコロジー』（以文社,2018）ISBN:4753103501
ディペシュ・チャクラバルティ 『一つの惑星、多数の世界』（人文書院,2024）ISBN:4409031309
Yuk Hui 『Machine and Sovereignty』（University of Minnesota Press, 2024）
Hannah Arendt 『The Human Condition』（The University of Chicago Press, 1958）
その他、必要な文献は、授業中に紹介する。

 [Study outside of class (preparation and review)]
参加者は、授業中に配布した文献を読んでおくこと。授業でわからないことがでてきたらそれが何
かを自分で整理し、それをもとにして次の授業で質問すること。

 [Other information (office hours, etc.)]
 

 [Essential courses]


